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④オーガニックと私たちの健康

〜農薬は私たちの体にどんな影響を及ぼすの？〜
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農薬に常に曝露する農家、その近隣住民、

妊娠中の女性また、胎児、乳幼児への影響がもっとも影響を受けやすい。

農薬はどうやって入ってくる？影響は？
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*ヨーロッパ連合の公式Webサイトから

化学農薬の人への曝露は‘’がん、心臓、呼吸器、神経系“などの慢性疾患に関係がある化学農薬の人への曝露は‘’がん、心臓、呼吸器、神経系“などの慢性疾患に関係がある

なぜ、EUやドイツでは農薬使用について慎重なの？
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なぜ、EUやドイツでは農薬使用について慎重なの？

*WHOの公式Webサイトから

国際がん研究所（WHO)の公文書

“”グリホサートは、おそらく発がん性がある“”

“”1000にも渡る研究結果を検討の上、

同結論に達した“”
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なぜ、農薬は怖い？

＝ 危険性がまだ不確かで、将来的な結果がわからない。

子供は大人のミニチュアではない。

器官や脳が未熟で、大人よりも化学物質の影響を得やすいため、

乳幼児が摂取するものに関しては特に慎重に選択すべき。

EUやドイツでは3歳以下の子供への農薬の使用が禁止。

なぜ、EUやドイツでは農薬使用について慎重なの？
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マイクロバイオーム（腸内細菌叢）の観点から
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マイクロバイオーム（腸内細菌叢）の観点から

何を示すか：農薬へ職業的に曝露される人々で、腸内多様性の低下や特定菌群の増減が
報告されている。

研究種類：ヒト観察（職業曝露コホート・比較）

職業曝露とヒト腸内細菌
（Gois et al., Frontiers in Microbiology, 2023）



A L L  R I G H T S  R E S E R V E D GUT HEALTH
By Emi Kempinski

MAS TER   C LASS

マイクロバイオーム（腸内細菌叢）の観点から

何を示すか：幼少期から腸内環境が脳発達や情動・認知機能に影響する可能性を指摘。

研究種類：レビュー（主に人・発達期データも含む）

B U T ,
曝露の正確量測定や混同因子（食事量・農薬種類、他要因）の
調整が困難で、因果は限定的。

腸内細菌叢と脳・精神・発達過程との関係
Microbiome Gut‑Brain‑Axis: Impact on Brain Development

and Mental Health (Molecular Neurobiology, 2025)
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全ての化学物質は多量を摂取すると体の細胞に作用し必ず何かの障害が起こる。

ですが、大切なのは”どれだけの量を使うのか”というのが重要。

グリホサートに関しても1日あたり体重1kgあたり1mgとなっている。

それを上回らなければ体に（農薬が原因と裏付けられることが可能な）影響はない。

農薬は本当に危険なの？という議論

“慢性的な潜行性摂取が問題“
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“慢性的な潜行性摂取が問題“

全ての化学物質は多量を摂取すると体の細胞に作用し必ず何かの障害が起こる。

ですが、大切なのは”どれだけの量を使うのか”というのが重要。

グリホサートに関しても1日あたり体重1kgあたり1mgとなっている。

それを上回らなければ体に（農薬が原因と裏付けられることが可能な）影響はない。

農薬は本当に危険なの？という議論

量も大丈夫？
＊外食はOK！　家の中では選択する。

心も体も健康でいるバランス。
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マイクロバイオーム（腸内細菌叢）の観点から

腸の土台が決まるのは

3歳まで
*〜５歳
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